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1. 目的  

 福島市の花見山は、観光客が多く来る場所であり、また福島市のシンボル的存在である。そこで、花見

山の空間線量率が時間と伴にどのように減っているか確認する。 

 

2. 方法 

 ＮａＩサーべーメーターを用いて、空間線量率を測定し、平成２３年１２月１３日に測定した値と比較

し、空間線量率を評価する。 

 

3．結果（平成２４年１１月１６日発表） 

図１に福島市花見山公園の空間線量率の前回（平成２３年１２月１３日）と今回（平成２４年１２月１

３日）の測定値を示す。１年間で約４割減となっている。 

 

 

図１ 花見山公園の空間線量率 
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